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(百万円未満切捨て)

１．平成28年12月期第３四半期の連結業績（平成28年１月１日～平成28年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年12月期第３四半期 581 △54.5 △334 ─ △352 ─ △178 ─

27年12月期第３四半期 1,277 177.3 584 ─ 605 ─ 572 ─

(注) 包括利益 28年12月期第３四半期 △302 百万円 ( ─％) 27年12月期第３四半期 584 百万円 ( ─％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年12月期第３四半期 △19.52 ─

27年12月期第３四半期 66.53 63.69
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年12月期第３四半期 2,658 1,841 69.1

27年12月期 2,337 1,870 79.7

(参考) 自己資本 28年12月期第３四半期 1,836 百万円 27年12月期 1,862 百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

28年12月期 ― 0.00 ―

28年12月期(予想) 0.00 0.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成28年12月期の連結業績予想（平成28年１月１日～平成28年12月31日）

　当期の連結業績予想につきましては、当社創薬事業において、本予想数値の公表が同事業の導出活動における最大価

値創出の阻害要因として作用することが想定されることから、当社グループの業績予想は創薬支援事業の数値（売上高

858百万円（対前期比10.0％減）、営業利益320百万円（対前期比22.4％減））のみ公表することといたしました。それに

伴い、全社の業績予想についても記載しておりません。なお、直近に公表されている業績予想からの修正はありません。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 ―社 (社名) 、除外 ―社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年12月期３Ｑ 9,237,400株 27年12月期 8,892,700株

② 期末自己株式数 28年12月期３Ｑ ─株 27年12月期 ─株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年12月期３Ｑ 9,137,119株 27年12月期３Ｑ 8,602,442株

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

　本四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、本四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社グループが現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想

の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、本四半期決算短信（添付資料）３ページ

「(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間の世界経済は、米国経済において雇用環境の改善が継続するとともに、欧州においても

底堅い状況で推移しているものの、英国のEU離脱問題や中国における経済の減速等から、先行き不透明な状況で推移

しました。わが国における経済状況においても、雇用情勢は改善傾向にあるものの、総じて足踏み状態が継続しまし

た。

　当社グループが属する製薬業界におきましては、大型医薬品の特許切れに伴いジェネリック医薬品による代替が進

み、大手製薬企業におけるオープンイノベーションが創薬研究の分野において主流となるなかで、次世代の収益の柱

を広く社外から導入する動きが一段と激しさを増しており、当社が開発した医薬品候補化合物についても、全世界を

対象とした開発・商業化に関する権利を製薬企業等に許諾するライセンス契約を締結するという成果につながってお

ります。

このような外部環境の中、当社グループは、キナーゼ創薬に係る創薬基盤技術を核とした創薬支援事業並びに創薬

事業を積極的に展開し、事業の拡大を図ってまいりました。

当第３四半期連結累計期間においては、がん疾患を対象としたCDC7キナーゼを阻害する医薬品候補化合物を、

ProNAi Therapeutics, Inc.（以下「ProNAi社」という）に導出し、同社への技術データの移管手続きを進めてまいり

ました。さらに、重点疾患領域であるがん及び免疫炎症疾患領域を中心に、キナーゼ阻害薬の研究開発を積極的に推

進してまいりました。また、当社の創薬基盤技術を駆使し、脂質キナーゼを中心とした新規キナーゼの品揃えの拡充

に取り組んでまいりました。創薬支援事業におきましては、主力市場である欧米地域での売上拡大を図るため、有力

バイオベンチャー企業並びに大手製薬企業等への提案営業に引き続き注力するとともに、国内外の製薬企業等向け大

規模キナーゼスクリーニングサービスの獲得に向けた拡販に注力してまいりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は581百万円（前年同四半期比54.5％減）、営業損失は334百万円

（前年同四半期は584百万円の利益）、経常損失は352百万円（前年同四半期は605百万円の利益）、親会社株主に帰属す

る四半期純損失は178百万円（前年同四半期は572百万円の利益）となりました。

セグメント別の業績は次の通りです。

①創薬支援事業

キナーゼタンパク質の販売、アッセイ開発、プロファイリング・スクリーニングサービス及びセルベース・ア

ッセイサービスの提供等により、創薬支援事業の売上高は482百万円（前年同四半期比27.2％減）、営業利益は98

百万円（前年同四半期比68.1％減）となりました。売上高の内訳は、国内売上は286百万円（前年同四半期比27.5

％減）、北米地域は134百万円（前年同四半期比29.6％減）、欧州地域は47百万円（前年同四半期比24.0％減）、そ

の他地域は14百万円（前年同四半期比1.6％増）であります。

②創薬事業

ProNAi社に導出したCDC7キナーゼ阻害薬プログラムについて、当該化合物に関する同社へのデータ移管を進め

るとともに、同社での前臨床試験が順調に進むように技術的協力を行ってまいりました。さらに、画期的なキナ

ーゼ阻害薬の創製を目指し、その他のプログラムにおいても積極的に研究開発を推進してまいりました。これら

の結果、当第３四半期連結累計期間の創薬事業の売上高は、98百万円（前年同四半期は614百万円）、営業損失は

432百万円（前年同四半期は277百万円の利益）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

前連結会計年度末
当第３四半期
連結会計年度末

増減

総 資 産 (百万円) 2,337 2,658 320

純 資 産 (百万円) 1,870 1,841 △28

自己資本比率 （％） 79.7 69.1 △10.6

当第３四半期連結会計期間末における総資産は2,658百万円となり、前連結会計年度末と比べて320百万円増加しま

した。その内訳は、現金及び預金の増加688百万円、売掛金の減少113百万円、投資有価証券の減少273百万円等であり

ます。

負債は816百万円となり、前連結会計年度末と比べて349百万円増加しました。その内訳は、１年内返済予定の長期

借入金の増加76百万円、未払金の減少30百万円、未払法人税等の減少38百万円、社債の増加172百万円、長期借入金の

増加242百万円等であります。

純資産は1,841百万円となり、前連結会計年度末と比べて28百万円減少しました。その内訳は、親会社株主に帰属す

る四半期純損失178百万円の計上、資本金の増加141百万円、資本剰余金の増加141百万円、その他有価証券評価差額金

の減少114百万円等であります。

また、自己資本比率は69.1％（前連結会計年度末は79.7％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成28年２月12日公表の「平成27年12月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」に記載の平成28年12月期の連結業績予想に

変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

企業結合に関する会計基準等の適用

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会

計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用と

して計上する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合につい

ては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の

四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。

　加えて、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期

連結累計期間については、四半期連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）

及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の

期首時点から将来にわたって適用しております。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

　

減価償却方法の変更

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第２四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得する建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響額はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,624,941 2,313,447

売掛金 191,740 78,263

商品及び製品 91,445 80,683

仕掛品 7,459 15,365

原材料及び貯蔵品 26,415 27,939

その他 53,788 63,594

流動資産合計 1,995,790 2,579,292

固定資産

有形固定資産 37,251 40,032

無形固定資産 1,451 895

投資その他の資産 303,115 38,269

固定資産合計 341,819 79,196

資産合計 2,337,609 2,658,489
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 15,466 208

1年内償還予定の社債 ― 28,000

1年内返済予定の長期借入金 65,344 142,260

未払金 69,531 38,825

未払法人税等 38,767 138

その他 46,882 15,593

流動負債合計 235,992 225,026

固定負債

社債 ― 172,000

長期借入金 148,273 391,024

資産除去債務 25,168 25,544

その他 57,673 3,173

固定負債合計 231,115 591,741

負債合計 467,107 816,768

純資産の部

株主資本

資本金 2,900,784 3,041,965

新株式申込証拠金 5,946 ―

資本剰余金 1,718,888 1,860,034

利益剰余金 △2,879,693 △3,058,027

株主資本合計 1,745,925 1,843,972

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 114,484 472

繰延ヘッジ損益 △1,696 ―

為替換算調整勘定 3,848 △7,577

その他の包括利益累計額合計 116,637 △7,104

新株予約権 7,940 4,853

純資産合計 1,870,502 1,841,720

負債純資産合計 2,337,609 2,658,489



カルナバイオサイエンス株式会社(4572) 平成28年12月期 第３四半期決算短信

7

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 1,277,146 581,214

売上原価 165,789 190,069

売上総利益 1,111,357 391,145

販売費及び一般管理費 527,056 725,571

営業利益又は営業損失（△） 584,300 △334,426

営業外収益

受取利息 135 109

補助金収入 29,240 8,692

その他 1,650 932

営業外収益合計 31,026 9,734

営業外費用

支払利息 1,467 3,648

社債発行費 ― 2,617

株式交付費 2,304 1,393

為替差損 3,864 19,198

その他 2,235 879

営業外費用合計 9,871 27,736

経常利益又は経常損失（△） 605,455 △352,428

特別利益

投資有価証券売却益 ― 177,543

新株予約権戻入益 2,282 ―

特別利益合計 2,282 177,543

特別損失

減損損失 ― 1,720

特別損失合計 ― 1,720

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前
四半期純損失（△）

607,738 △176,605

法人税、住民税及び事業税 35,892 2,014

法人税等調整額 △475 △286

法人税等合計 35,417 1,728

四半期純利益又は四半期純損失（△） 572,320 △178,334

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会
社株主に帰属する四半期純損失（△）

572,320 △178,334
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 572,320 △178,334

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 17,097 △114,012

繰延ヘッジ損益 △3,410 1,696

為替換算調整勘定 △1,408 △11,425

その他の包括利益合計 12,278 △123,741

四半期包括利益 584,599 △302,076

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 584,599 △302,076
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第３四半期連結累計期間(自 平成27年１月１日 至 平成27年９月30日)

株主資本の著しい変動

新株予約権の権利行使により、当第３四半期連結累計期間において、資本金が271,084千円、資本剰余金が

271,034千円増加し、この結果、当第３四半期連結会計期間末において資本金が2,898,155千円、資本剰余金が

1,716,264千円となっております。

当第３四半期連結累計期間(自 平成28年１月１日 至 平成28年９月30日)

株主資本の著しい変動

新株予約権の権利行使により、当第３四半期連結累計期間において、資本金が141,181千円、資本剰余金が

141,145千円増加し、この結果、当第３四半期連結会計期間末において資本金が3,041,965千円、資本剰余金が

1,860,034千円となっております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成27年１月１日 至 平成27年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

創薬支援事業 創薬事業 計

売上高

外部顧客への売上高 662,296 614,850 1,277,146

セグメント間の内部売上高又は振替高 ― ― ―

計 662,296 614,850 1,277,146

セグメント利益 307,268 277,032 584,300

（注）セグメント利益の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しており差額はありません。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成28年１月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

創薬支援事業 創薬事業 計

売上高

外部顧客への売上高 482,286 98,928 581,214

セグメント間の内部売上高又は振替高 ― ― ―

計 482,286 98,928 581,214

セグメント利益又は損失（△） 98,021 △432,447 △334,426

（注）セグメント利益又は損失の合計は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しており差額はありません。
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

当第３四半期連結累計期間において、創薬事業に係る減損損失1,720千円を計上しております。

　


